
地域の良いところ，住民の困りご
となどについて意見を出し合うこ
とで，「一人暮らし等により，屋
外の掃除やゴミ出し，買い物など
に困っている人がいるのではない
か」など，課題の整理を行った。

地域の関係団体の活動内容や，ボランティ
ア活動，サロンの実施状況などの情報共有
を行った。

～地域資源・地域課題の把握～ 参考資料１



アンケート調査の実施あわせて，地
区のサロンやクラブ活動の一覧表を作
成，配布した。
地域のサロン・サークル活動の周知に
つながり，新たな入会につながるなど，
活動の活性化にもつながった。

～地域資源・地域課題の把握～

地域の自治会長，民生委員，福祉協力
員などが，サロンや商店などについて住
宅地図を活用して情報を整理し，「見え
る化」を図ることで，地域の良いところ
や課題を再認識



高齢者の困りごとや，支援の担い手を
把握するため，アンケート調査を行っ
た。高齢者が支援を希望する項目，担
い手が支援可能な項目を具体的に把握
することができた。
また，多くの方から「今後支え合い活
動に関わりたい」との回答があった。

アンケート結果については，地域の関係団
体とともに報告会を行い，地域の関係者と
の問題意識の共有を行った。アンケート結
果については，具体的な支え合い活動の検
討に活用

～地域におけるニーズの把握～



見守り活動（石井地区）

「石井地区」向こう三軒両隣り協議会

第２層協議体

地区社協，自治連，民児協，包括，
福祉協力員連絡会，市社協 等

「単位自治会」向こう三軒両隣協議会（４者協議会）

活動報告
地域課題の集約

活動指針の設定
活動状況の把握と支援
行政との連絡調整

など

・ 見守り対象者名簿，見守り担当者表作成
・ 声掛け
・ サロンへの誘い
・ 夜のパトロール
・ 見守り対象者の状況報告 等

日常的な見守りの実施，様々な困りごとの解決に向けた
話し合い

見守り活動
各自治会

自治会，民生委員，福祉協力員，包括 等

２回/年
程度

４回/年
程度



令和２年１月～

今後の取組

各世帯を訪問し，安心・安全
情報キットの確認などを行う

「安心・安全訪問キャンペーン」の
実施内容について検討

訪問時に配付する資料や実施方
法，実施時期について検討

＜主な取組内容（予定）＞

対 象 ▶ 自治会加入世帯（約８５０世帯）
方 法 ▶ 福祉協力員や民生委員等が

各家庭を訪問，火災警報器の設置
状況や安心・安全情報キットの
有無など聞き取り調査を行う。
併せて，「困ったときの相談窓口」

ファイル」を作成，配付し，活動の
ＰＲも行う。

◆ 「安心・安全訪問キャンペーン」

＜推進体制＞

（第２層協議体）

人づくりグループ 基盤づくりグループ
地域社会づくり
グループ

人材バンク「手伝い隊」
結成の検討

居場所づくり 見守り体制の充実

平石地区福祉のまちづくり委員会
（ひらふく委員会）

※ 委員会と連携・協同しながら取組を推進する。

＜取組の経緯＞

令和元年１１月

福祉のまちづくり委員会を
協議体と位置付け

見守り活動（平石地区）

平成２８年１２月～

福祉のまちづくり計画策定に
あたり，地域の課題や取組に
ついて検討
→ 生活支援，居場所，見守り等
についてグループごとに検討開始



困ったときの相談窓口ファイル（平石地区）

表面 裏面



誰もが自由に参加できる居場所の開設（清原地区）

＜取組の経緯＞

令和元年６月

令和元年７月

令和元年１０月

平成２９年８月

第２層協議体設置

アンケート後，グループワークを
行い，協議体に３部会を設置
（居場所部会，生活支援部会，
運営部会）

居場所候補地の検討，見学

居場所「きずなカフェ
ふれあいの杜」開設（第1号）

＜取組内容＞

対象・・・地区内の住民（閉じこもりがちな高齢者を想定）
※ 来場が困難な方には声掛けし，地域の支援者が送迎
を行っている

開催場所・・・個人宅（元料亭）
参 加 料・・・１００円
開催状況・・・月１回程度
利用状況・・・毎回１５人程度

◆ 「きずなカフェ ふれあいの杜」

内容等は定めず，
自由に茶話会などを行う

居場所部会 生活支援部会 運営部会

「きずなカフェ」を
運営，地域住民の
交流活性化に取組む

有償ボランティア事業
を試行

広報紙「きずな通信」
の発行等，広報活動

構成員・・・有志住民，福祉協力員，介護事業所，包括，市社協，
社会福祉法人ＹＭＣＡ福祉会 等

※ 全ての部会が月１回参集し，情報共有，検討を行う（第２層協議体）

＜推進体制＞

平成３０年８月

居場所・助け合いについて
アンケート実施



有償ボランティア（東地区）

令和元年１１月

令和元年１２月～

今後，サービスの提供開始に
向けて，担い手の募集，周知
方法等について検討を進める

平成３０年９月～

第２層協議体メンバーによる

「生活支援ボランティア隊
結成準備チーム」設置

準備チーム会議の開催
※人材の募集方法，サービス

内容，保険，基本計画の策定等
について検討

地域の課題，困りごとについて
情報交換
→生活支援の取組を充実する

＜取組の経緯＞

対象・・・自治会に加入している一人暮らし高齢者及び
高齢者世帯（※登録制）

内容・・・電球の交換，庭の手入れ，窓ふきなどの生活上の
困りごとや，話し相手

利用料・・・１時間５００円（話し相手は無償）

＜取組内容（予定）＞

◆ 「生活支援ボランティア隊 東にこにこサポーター」（仮称）

＜推進体制＞

まちづくり推進協議会

福祉対策委員会

第２層協議体

生活支援ボランティア
隊結成準備チーム



有償ボランティア（石井地区）

令和元年１２月

令和２年３月

生活支援サービス
「石井地区向こう三軒両隣り
協力隊 （あったか）」設置運営
要領（案）作成

担い手（サポーター）の募集

福祉協力員を中心とした地域住民

４０名超の応募
→ 今後，傾聴などについて外部から
講師を依頼し，研修を実施予定

＜取組の経緯＞ ＜取組内容（予定）＞

◆ 「石井地区向こう三軒両隣り協力隊 （あったか）」

内容・・・ 話し相手，散歩→無料
買い物，
電球の取り換え，
草むしり 等

作業が伴うもの→２５０円

※ 利用対象者へのちらしを
別途作成し，個別に案内するほか，
各自治会の回覧で利用希望者を
募集する。

※ 利用会員登録受付窓口・・・
地域包括支援センター石井・陽東

平成２９年６月～

地域の課題や取組について
「石井地区向こう三軒両隣り
協議会」の中で，検討

平成３０年７月

第２層協議体として位置付け

対象・・・６５歳以上の一人暮らし高齢者，
７５歳以上の二人暮らし高齢高齢者，
８０・５０歳親子二人暮らし家庭 等 （※登録制）

ちらしを作成，

回覧等で募集



令和元年１１月～

令和２年６月

アンケートの結果，ニーズが高く，
協議体で取り組めそうなことを検
討→草むしり活動に決定

担い手と利用者の募集

※試行の結果を踏まえて，対象者や
サービス内容の検討を行っていく予定

＜取組の経緯＞ ＜取組内容＞

◆ 草むしりボランティア

利用料・・・無料

※ 回覧で担い手と利用者を随時
募集し，協議体で結びつける。

平成３０年２月

第２層協議体設置

令和元年９月

日常生活の困りごと，手伝える内
容などについてアンケート実施

対象・・・困りごとを持つ地区内の高齢者

草むしり活動の様子

令和２年８月

草むしり活動実施（試行）

ちらしを作成，

回覧で募集

無償ボランティア（西原地区）



構成団体間の情報共有・連携（陽南地区）

◆ 協議体の構成団体を常任団体と関係団体に分け，テーマごと参加団体を加えながら，
地域ぐるみで情報共有，課題の検討を行う組織体制とした。

◆ 情報共有にあたっては，「地域福祉事業調査票」を活用し，テーマの優先順位や情
報の整理を行う。

常任団体
（毎回参加）

関係団体
（テーマごとに参加）

第２層協議体



構成団体間の情報共有・連携（陽南地区）

◆ 「地域福祉事業調査票」

◆ 検討内容（想定）
・ コロナ禍におけるサロン活動
・ 見守り活動における民生委員と
自治会の連携方法 など

各地域団体の活動内容や課題について，
「見える化」を行い，情報共有

団体の垣根を超えて，地域ぐるみで，
各団体が行う事業の課題解決に向けた
検討を行う。


